
日
本
資
本
主
義
の
父
で
あ
り
、
養
育
院
院

長
を
亡
く
な
る
ま
で
約
五
十
年
続
け
た
渋
沢

栄
一
の
お
墓
で
す
。

青
淵
（
せ
い
え
ん
）
と
い
う
の
は
渋
沢
栄

一
の
号
（
本
名
と
は
別
に
使
う
名
前
）
で
、

渋
沢
が
十
八
歳
の
時
、
い
と
こ
で
渋
沢
の
学

問
の
先
生
で
あ
っ
た
尾
高
惇
忠
（
お
だ
か

あ
つ
た
だ
）
に
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

養育院の初代院長

２つのお墓

櫻園通信 60 令和3年1月
東京都健康長寿医療センター
養育院・渋沢記念コーナー
連絡先：老年学情報センター宮本孝一

老年学情報センター

東
京
都
台
東
区
谷
中
に
は
約
七
千
の
お

墓
が
立
つ
広
大
な
墓
地
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
墓
地
は
、
東
京
都
立
谷
中
墓
地
・

天
王
寺
墓
地
・
寛
永
寺
墓
地
の
三
つ
の
墓

地
を
併
せ
た
も
の
で
す
。
著
名
人
の
お
墓

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
春
に
は
桜
の
ト

ン
ネ
ル
が
で
き
る
桜
の
名
所
で
す
。

寛
永
寺
墓
地
の
区
域
に
は
、
最
後
の
将

軍
徳
川
慶
喜
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

隣
接
す
る
了
俒
（
り
ょ
う
ご
ん
）
寺
墓
地

に
は
、
明
治
初
め
か
ら
の
大
正
時
代
は
じ

め
ま
で
の
養
育
院
収
容
者
約
三
千
八
百
人

が
眠
る
「
養
育
院
合
祀
塚
」
が
あ
り
ま
す
。

（
参
考

桜
園
通
信
十
六
）

広
大
な
墓
地
の
中
央
の
広
い
道
は
、
江

戸
時
代
は
お
寺
の
参
道
で
、
そ
こ
で
催
さ

れ
る
富
く
じ
が
人
気
で
し
た
。
参
道
に
は

富
く
じ
を
楽
し
む
茶
屋
が
立
ち
並
ん
で
い

ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
写
真
は
ど
ち
ら
も
谷
中
霊

園
で
撮
影
し
た
養
育
院
初
代
院
長
の
お
墓

で
す
。

上
の
お
墓
に
は
「
青
淵
渋
沢
栄
一
墓
」

と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
淵
の
由
来
は
、
渋

沢
の
実
家
が
「
淵
上
小

屋
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、

そ
の
家
の
そ
ば
に
淵
が

あ
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん

だ
も
の
と
い
わ
れ
ま
す
。



も
う
一
つ
の
“初
代
養
育
院
院
長
”
の
お

墓
は
自
然
石
の
形
を
活
か
し
た
、
ユ
ニ
ー
ク

な
お
墓
で
す
。

「
飯
田
直
之
亟
（
丞
）
墓
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
」
。

文
書
に
は
、
明
治
六
年
一
月
に
「
会
議
所

（
江
戸
の
救
貧
基
金
七
分
積
金
を
管
理
す
る

た
め
に
大
久
保
一
翁
府
知
事
が
設
立
し
た
組

織
）
」
よ
り
飯
田
直
之
丞
が
養
育
院
院
長
に

任
命
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
年
、
渋
沢
栄
一
は
五
月
ま
で
大
蔵
省

に
勤
務
し
、
そ
の
後
辞
職
し
て
実
業
家
の
道

に
進
み
ま
す
。
養
育
院
運
営
に
は
関
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

渋
沢
栄
一
が
間
接
的
に
養
育
院
に
関
わ
り

は
じ
め
た
の
は
翌
明
治
七
年
に
会
議
所
の
共

有
金
（
＝
七
分
積
金
）
取
締
に
任
命
さ
れ
て

か
ら
で
す
。
養
育
院
は
会
議
所
の
付
属
施
設

で
し
た
。

会
議
所
が
明
治
九
年
に
廃
止
さ
れ
、
養
育

院
が
東
京
府
の
管
轄
に
な
る
と
き
、
渋
沢
栄

一
は
養
育
院
の
代
表
者
（
事
務
長
）
に
就
任
。

さ
ら
に
、
明
治
一
二
年
、
養
育
院
の
組
織
再

編
で
事
務
長
職
が
院
長
と
改
称
さ
れ
、
渋
沢

栄
一
が
そ
の
ま
ま
院
長
に
就
き
ま
し
た
。

“初
代
院
長
渋
沢
栄
一
”
の
は
じ
ま
り
で
す
。

渋
沢
栄
一
が
養
育
院
事
務
長
、
院
長
と
な

る
間
、
飯
田
直
之
丞
も
養
育
院
掛
・
養
育
院

副
幹
事
と
し
て
養
育
院
経
営
を
担
っ
て
い
ま

し
た
。
飯
田
が
院
長
で
な
く
な
っ
た
の
は
渋

沢
が
事
務
長
に
な
っ
た
と
き
で
す
。
そ
れ
ま

で
の
院
長
職
が
廃
止
さ
れ
、
飯
田
は
養
育
院

掛
と
い
う
役
職
に
な
り
ま
し
た
。
（
参
考

桜
園
通
信
二
三
）

飯
田
直
之
丞
は
養
育
院
史
で
あ
ま
り
語
ら

れ
る
こ
と
の
な
い
“幻
の
初
代
院
長
”
で
す
。

さ
て
、
飯
田
直
之
丞
の
墓
に
は
生
涯
の
経

歴
が
び
っ
し
り
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
「
明
治
五
年
出
仕
文
部
省
、
同
十
年
為
東

京
養
育
院
々
長
」
と
い
う
文
字
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

明
治
十
年
に
養
育
院
院
長
に
な
っ
た
？

飯
田
直
之
丞
院
長
は
明
治
六
年
か
ら
九
年

ま
で
で
す
。

な
ぜ
明
治
十
年
と
刻
ま
れ
た
の
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
謎
で
す
。

墓地の写真は、宮本撮影（2020年1月）
川の写真はフリー画像を使用


